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に・．汀）いて，騰の荒廃状況謁蒼夢運施した、、，澱近梓瑚の蜜

‘ダムと嗣様の嵩ダ。ムが不勤沢付近／、、li纏建漁．ズいる、、

そご、、繊ダムが齢顧．、烈、“、，貯水池とな福漁域1碗～

の出地、1誼び，満水卿、）最終濾、轍あ、1蕩肇、’獅貯水池へ

集騨、、塾，る）堆砂戴にノ・〆ご，　かい醗綻ll算を叫鱒

必要があ恐，、特に瓢臓嘘アルフ肺ス縦走路瞬．1〆論峻

嶺が欝肉』ぐいる」．）で，急傾斜の斜瀬か彦，ン供給され痴砂礫

量紅　歳なものと謄、われ．惹、．、縫食係数鷹ご測定丸〆』ご推定し

たと、必では，鋤，㈱寵ソ挿r畷．慶と思わ津しる、，梓

川、、蹴紛大11三濾では，灘婁　嬬麟／砂量がプ、烈脇れズ

い惹ンので，饒食係数≧蛋種別に測定して，従来の方法に

よ恐推短計算を試・みたが，大体，，適．．ll鷺な櫨が得られゾな，、

これから逆に！、、，蒲洲の，汁峯結果の適否を判断したが，禽

灘二的櫛．姉で瀦つた欝
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辱．1驚洲水系を選定し、た．この地，城に対し、、ては，最近東

京電力株式会社に。よ㌧）で彗動沢付近本流1、こ堤1、響罵馨灘頓

達1鞘〉アー薦．靴ダ恥癬、1一晒蔭れて藩湧，麟乏は購の梓罵

に二Yけ凝安’ぜダム　（アーチ式葱鍵m堤蕎）と絹ズよらんで

駁近における離疑費‘翻継i，鎌禰のン准）、．何。とい

二）ても，纏聾群槍ガ騰魂鷺疑趨婁1警㌧大天井鵜等羅，㈱

至‘峰短醐輪雛貯学あ、ンから，各剛貯1）搬遊す納る砂礫薦曇：

｛「｝聡びた娯、く，こ．篤にダム喜織築した誰ム，堆砂燈が

ど（ノ，麟渡び）ものξるか、1．計測す蒸）必饗1があ惹、，

　詳瞳方法1，よ従来か・のノ法であ導jt流．ll調査・水質調

査・現鋸 燃発状況調礎董轄患．褒地質調査を主．体乏漁「，そ翻

に露．ξ食係数測認罐墨種紅、1蕪）侵食係数測定を加えた、、

こ謎毛，らの成果から，不「動沢ダム完成御こ譲編．壕）年問夢．峨

砂鍵．窯’推定した，、

　　穫／漱ダム噌巽戯1’竃，大体花ξ謎岩か碁構／藪溢れてい

る，、したがゆて，撃質の変化（黒雲傍・閃鍵締還英燕γゾ

講螢マ1）イ藤灘嬉iう　と壕1趨駿繕柔の鰹黍叢壌犬量兄1蕉、諏つてきそ馨／遷、♂ぞ達導

流出土砂量に率臓「を態Ψ　槍ガ湧の醗の梓川沖ヒ流には大

正池が麦薄，堆砂量の測定ズ3凝年蝿実施されているので

ょい比較櫨となつた、し「ごかしぎ、’付近轟地震は，秩父古

生層す，．／、乱ノ深成岩・火成岩轍よ・，1）て構成遭れていξ｝ので，
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壌砂現象にはその性格が紫され妻高瀬川上流の場合と轍

異なつている．

驚．難灘および交懸

本地域は大町帯から蔦灘泉葱ゴ定期バスがある．梓川

渓谷が単くから登山路として開けてい恐のと異なり，わ

ずかに槍ガ岳に向かう登山路があるのみで，比較的人煙

　　　　縄。大舞営林藁の森林，鄭藪が通じている

が，踏査の簿，妻，ま欝号脅風の灘後のこととズ，無数紅寸

断されて，歩行頻難な状況であり，その）え，出中樹果
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　　第i麟殿灘1．L遜譲よび梓撰上流（捲域）、1認鍵餓蝋i

に乏しい年で，野生ブ）熊の跳梁も獺当な蚤・のξ，調査に

はかなむの不便を伴なつた。したがつて薦瀬川舞懸発羅

所宿舎を根拠地とLて調査を実施した．
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今職調査の対象とな畷た地域は，高瀬型の斑機岩・花

醐閃緑岩・閃雲ないし蒸、雲母花縄岩で構成容れている，

そして同じヅグツから生成したと思・撮臨響英斑岩によ

つで質がれ，または漸移uてい罪，槍ガ讐より北方に延

びる蕎英斑岩帯はもつとも規摸が大きいものである、、こ

れらの花謝岩類は飛騨山地の北半部を姦めるものであ

馨，窟たこ覗〉礫が第三系中新統の礫岩縫・尊にたくさん含ま

れているので，中生代末靴避入したも）と考凝）れてい

る窃　この荘i紬き欝拝奉凄よ事韓講穏雛三をとることが多く，タ磯麟舞勲羅廉

の方1角に一歎し℃いる。

　憲ず七禽貯木嚇より不動沢付近までに至る路線地質状

況を述べると，貯木場の潤誉○○凱に紛岩様岩石，フ露頭し

ている。走懸は明らガξないが大体N濤びWである．漏

部に花崩閃緑岩が存在している。与太訳の対岸付近は醤

蕊。wの走醗を示し，一種の破麟帯が存在u，土石流お

よび土壌の被覆が厚い。これ、麺り酋に進むに従つて

網S緬cな岩質となり，石英に富むもの，寮たは微贔花

嶽岩質のものが挾；窪iしている，、1勲ノ率申ず寸近靴至騰と，葺分

岩質となつているも櫛がみら．れる。憲たその付近の岩質

が紛岩質であるとごろをみると，紛岩によづて貫かれた

公算が大で蕊る、，この地点よ1）不勤沢付近憲三では閃雲花

繍岩¢）好響出を添し，班々に紛岩・輝緑岩などの岩脈が

発違している，葛懸泉から濁付近甕での花醐岩は特に下

ノ本塑、呼ばれている．ぞ（フ）成分上の特徴はぐ冶0が多

く，アルカ夢が少ないことである．

　不動沢以奥については，河岸に露頭する蚤、のは多く，

黒雲母花崩岩が艶体であ罫　調査当時は多くの支流／こは

土蕎流のあとがみられ，支流をさかのぼる小径が流失し

ており，各支流ぴ奥荻で踏査をな更、えなかつた，，したが

つて不鋤訳のダムが完成した場含，貯水池底になる地域

／μ）いて地表観察を実施する鉱と紅した。

　粥部の槍ガ岳の酒方にかな1）大規模な紛岩が噴出し，

その中心部には鍛近の臓出にか鼠る角閃両輝石安紅1．麟が

あも．皿ッ俣運華薪方遜には花崩閃緑岩相を年毒柵岩体が

あり謬　轄護細甦三び）掘鱒鰹岩艦眺ゾ）てレ・るへ　壕倉：ガ誓｝より雌ヒプブ，

野鶴五郎岳方遜紅延び鞭隔独撒に達する石英鷺、i岩び）岩

体があることはすでに述べてある。水俣川、焦流の大天井

岳よ顎糊糊潔に古羅、漏が分布している．び）流域内が主

として火成岩から構成さ熱、ている、転からみると珍Uい分

　　　　これは比較地域として取り毒及つた護辛川、狂演酔也

城の雛三格がわずかにその姿をのぞかせているもので，詳

しくは梓川の際／越1くり扱うつもりである。

雛壌　欝臓貯水灘付近の荒廃状溌

　不動沢ダムサイトは同行した羅原信彦によつて，詳し

く調藩れていξ）。不鋤沢は蔦の付近の高瀬川本流の流

向を北に延長したプ弾彗にあたり，別掲の図版3によつて

み1講レよう範，蓬つの断麟谷である可能性が鷲よい．

溝撮は不鋤ノ濾以奥はかなり砂礫によつて塑積されてお

り，洪水灘後の乱機積の様相を示乳〆ていた．濁小羅の裏

から不鋤沢へ出る途申に標籍鳥2絡燃の小丘陵があ嶺

が，轍れは花騰岩麟からなつたもので，一見奇妙な堆積

状況をボしており，付近1こは薩径8一’憩熱の大塊が散点

している、、…種の氷河堆積物の感が深い，，これが一種の

氷渕壌積物（モレーン）とすると，税在はこれらの堆積

物を再優食レて不動・濁の爾訳が流下しているわけであ

る。濁沢は常に水が濁つているので，この名がある．河

床礫畢，期渤沢に比較して一般に粒度が描つている、しか

慧…（螂）
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　照和騒年憩月黙i三1嚢穿織藏縫の状澱）

し最大駕c膿から鐙む鷺蜜での各種の径をもつ裡のでめ

みると不動沢の○，06嚢，濁沢の○．（騰となつてい蔦（図

版ユ）縣

本流ダムサィト付近の河床礫の厚さが将来のダム建設

の場含の計礒に大きな姶欝を与えるので，種々推定して

みたが，姦（）～箏（舞nの厚さはあ罫よう紅』思われ護　　これ

肇纂ぜ熱

の取水購寸近には，欝罎加瀧達す筍大岩塊が流下して

おり，その下の砂防ダム瓢よつて流下がさえぎられてい

版3にその実況｛紫す。これから第難発電所までの問鉱

は大した荒廃箇所もなかつた，東沢楢灘著しい荒廃

灘灘　　　 譲　　　馨
灘難灘灘灘醗，
　　　灘

麟　蝶蝋　 驚

灘潟濁獣の驚聡状瀧

暴《蝦〉
・濠



地質調査穆箭月翼乏　（嬉13巻　 ㌶　惑　号）

婆　　1　γ執瀧こ｛褻むノ1　　幾の雛雑　　　1

状況を紫さないのは，谷の発達墾広淵で，流出、．1、砂、鞘墾

あまり弱立1たない婚・多　　）ぞ）う、・このイ寸妻黛から・響薫ノ躍く方

講を墓、んだのが図灘13で～器ヅ、嘱時蕊おけ≧、）欝幾の溝．床

ン！犬況をみることがでぜるむ鐸ぎ塁発電ア野取入1捧／“近　〉状渉逸

は図版護で示されて馬、身へこ治、らδ）例1墾らみて護，），マ1潟駅

の砂礫層o）摩1さも率1三1当なも鎗であ羊1鴻二とが擢蕊される．

第羅取入l　lから導○○鮪1、流左ヌ鐵こ小親模な1石流ズ1、，）

り，獣i版導℃これをi紫す、，そ治．より20（）m、1、流，こ霞捌叉6

で添す、1諮な1翻裏壌があ馨、顧1壷側／㌦、腫篠）が，左岸側

ほど大規模なもの／、よない，，あつても軌滋を押流しノ、耀

のものである，，これは肇嚢窮／が弱い数1か，葦質がi黙い故か

らであろう§憲たチ霞輝鰯紅は勇　7腰茎夢轟○Omからi撃羅（）o
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』ぐ おり，砂質1こ冨λ，でいゼ、灘y岸の野口五郎沢力・ら流出

すイ汀雛濤握堂大塊は，図版？に示すよっなもので譲　。本

縦谷中糞大の規摸で、縮タ，さすがに3，000茄級の葛嶺か

ら搬蚕篶慈れる走、のだけあると思、われ1、図版＄は訳口付

近の流量測定状況wこで　蒸、馨鷺璽五郎沢の演床が榊ヒ流から

薩線状でしかも、慈勾湿であることも奏その後つの原因で

あろ）、、ごの付近が諦ξ魑l／鞍水濾紛脊水地、燕となる予定で

ある、、これから一蹴静ジ沢まではあま！慌廃した所もな

い．翼ジ沢付近轍土イ．1流がみ旺）れ篇｝程度である、，鑑の地

、・1講ら300瓢、．繊藏左辮，および難○燃、、il二流右岸には圧砕

化した花灘岩がみ多、）孝翌．る。これらはや瓦緑色化してミ群

ナイ1一化をンけた形跡がみら勲簿，この付近には地形図

　　みズも，｛多くの崩壊簸のあとがみられる。セバ沢付

近　取流溜床状況お、1、び側岸縫食状況は図版9で潔され
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図版：8野口五郎沢の測水作業
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憐，欝県葬i難灘、絹 数二流のず軌鞭蓬）i幾況と壕業砂1難1羅ついて　∫渡辺和備）

ている（．．ヒ流より下演蓉をの螺む）、鱗　／の発1違が相携摩
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嶽現象矯みられ，付近…帯鍵．）花i難iはいずれむ羅詑三！、に
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5，第護，第3各発電所続対する送水量および各灘流取

水量とを勘案しで，自然状態の流量状況紅もど乱、て全比

流量を求めると捻．騒驚3〆鑓£μ（X）k灘霊になるので要第3

図1）、！爵…）数鐙は，いずれも鴛、暮瓢ヲ総好欝（窺凱嚢以．i二で

あるから多全体の聾騒薄とし》ご鐙瓢ヲ糠むμ（鴻髭蕪詳以㎜ド紅

なるよ1う紅みられ，前後矛盾する，よう轍、1謹！われるが，事

実はそうで縁ない、、各渓流の測定隷，でぎるだけ取水欝

より、無流側で測定したものである、、本規河道が厚く砂礫

紅よつで堆積され，伏瀧水となつて流下するも¢）が案外

　不働沢・蒜沢・濁沢の3支流は，位置からいつて急，岩

質からいつても，近似したもので，侵食係数と比流量の

関係は，ッコ1篶駕＋3．3聾妙臨比流量憩慕ノ鐙ヴ欝鍵艦12，

湿驚侵食係数1《勲ヲ装m慧）で示される。侵食係数び）増大と

ともに妻ヒ警麓藻i墾う講辮力轟づ噸≦）ことが示され、てレ・る。野・鑓五．郎

沢・湯俣川・水俣川の3旛は本地域南都の、比較糞勺大薗積

の地域で，爾北性の地質的に連続した地域である．この

3嚥嘘甥灘係を求め葛と，ン濫器○欝一〇．＄7で，比流量の

増加が優食係数の増加紅比較し，前奢よりや髭大きい．、

柔

葦
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1　〆

　　）隻1拶

4讃

　　　　　轡　醗～　爵
　　　　　　　　　　ミぎ　　　　ずぎ
　　　　　　　　　　影
　　　　ゴ／へ一　　　1

　　　～
　　　し　　　　　　　　　　　　　　ノ

凝1㌢罪
編　〆

　　鰭

／1

＼

　　　　　　　　　勢

孤＜／入
　　　！　　＼　一

第墨鑓1　　舗瀬絹蓑疑禽鎌数弊鯵鍵舗　穣．蹴　茎く憩話、ノk漁倉

大きいこともその理i：／lの！つと考え．　，。しかし比流

：難：によつ《各支流藏域の地質，

的であ鴇から，いま第4図に、

てみる。

　墨，建　臨競灘森擬食係数

　水i難の状況をみるのが顯

£つて全域の状況を説明し

三ツ嶽訳や，髄1沢・野1嚇潤の港籔％滋ま禰に》無挺比較して比

流二鍛が低く，そφ関｛系捻，ツ“捻7欝一〇．§9で不動沢方

麟の関係に類似して▽・る．こ賦）、薫は位置からみて合理自㌣

である．以上に鑓した以外の地域は（第注喪の蕪，翼，

欝，器），一崎般に判然とした関係を示塔ない。かつて調査

慧、倉一（羅難）



餐野県薦瀬煽上流の驚廃状濁と堆砂量1こついて（渡辺騨衛）

した大井川の例と比較してみると，崩懲地では潔篇総○

湿一誕，感を示し，崩壌しない地域では，ダ嵩鍛馳一欝

である。大井川の方が本地域よ輸／も比流燈が侵食係数の

変化紅対して急激紅増加する胤とを示しぐい葵．1耀駈は

火成岩と堆積岩（いず麟、趣1健代の）との麟　を添すも

のであろう，，

　農講　琉流藁分布曝膿欝いで

　第藁図をみると，圭綱蕪の低い地域は慧．難の等値線のE

示す範囲で，縫食係数分布図（第嶺鋤をみても低い鱒

の断である．流出量も少なく争侵食量も少ないといえぱ

土壌の被覆が比較的厚い所と考えられる．こグ）低い比流

量の所を取り麟んで漸次比流罵が大となつてい鵜，、しか

し右辮側の方が左岸郷に比較して樋が低い．この傾向は

金域を通じて同…である．野欝五郎沢・骸無沢付近は，

こオLより諺ヒの藩洋とは独1血して工つの高い比海薩藪遺幾帯を樵撃

成している、、これより爾は測定が少ないため判然としな

いが，変化紅乏し、いようであ葛．前項で比瀧量娯蔓食係

数との関係を論じた際にも蕪つのグループに分けて1論じ

た魁おのづとごの雛群続分けられ難ようである．

　壌轟　侵食係数と朧砂羅緯噛い《

　すで紅比流量と侵食係数との関係について述べてあ恐

が，第婆図紅侵食係数分布図（等値線麟）を示す．鑑れ

は第糾驚偽とよく似た分布を添Uている　不鋤沢から捻

ジ沢震での，主として右岸側が奪．貸鮮以下の櫨を津して

い恐．これに反して左岸側は○．06一嚢．群の値を示して

不賢定の様相を添L、ている．野購五郎訳が案外に低い瀬

を翠レているが，大きな花縄岩塊が剥離して流下してい

ド所で譲る故であろう．谷も深く彫恐に至らず，大きな

花騰岩体の．ヒを山の形なりにすべつてい轟といつた感じ

がする所であ嶺。これよ！）薦では舷バ訳・州九黒沢の奥

地が○．○蘇であ鵜以外は○，○響以下の価を示していぞ〉．こ

と紅藤偏する範従》て癒が低くなり，湯俣川では○．《｝蕪・

となる。これには石英斑岩貫入の影響と・ン，地嶽税象

　（変質作用）の存在によるものであるかも知れない。

　第饗図は各欝Om等嵩線間で求められた酸食係数を階

級別に示したものである，蔦の図によれば，同一・流域内

で“）侵食係数の変化を把握す恐ことができ為、、第婆図で

は各流域ごとの平均値のみが示されてい鶴ので，堆砂量

計算の基礎として重要であるが，細かい変化状況はわか

らないわけであ恐．第暮図はこ賦）不備を補うものであ

る．

　なお縫食係数が測定鉱てあるのでき謬驚ミで紅禽効流

砂量を測定したものを第蓋表鑑記入しておいた．これ紅

用いた方法は，潔篇擁，鷺翻騨＋縣飯3薦瓢5峯隊撫ヲ￥撒欝，

嬢罵侵食係数k夏がソk置が〉であ難。ζの総計では年に

4鱒，轟OO鷺sが流出すゐことにな難．全部が…度に流出，

堆積すゐオ）けでは職いが，；　　　ど織湘，堆葎1む

と考幻／、え類らない．

　三たこの計測によつて全薦積欝○．7駄搬、こ対して鍵，

食された；二騒は7，0鱒k燃sということにな難‘｝．）で，域i嚢r低

下燈として求め篠と，騒灘φ地表低下でミ1ヌ｝る．こ劣付な

の年閣地表儀残、麟韓。伽／mとすると，§○，蟹》○年を要

し、たことにな桑．あるいは年闘地表低ぼ　碧が最も大きい

かも禽1煮，ない。

　さ壁優食係数灘定によつて得郷れた本地域全体の縫食

係数は○．薦鵬kmS侮がであ恐。こ癒輕窮励流砂量は

隅掲の公式によつて5罵き．箕鷺m喰mヲy樵rであ導ンか

ら，全灘積1、：かけて礁嚢，慧鐘燃鰭な《），，薫雛騰の騰ダ

ムでは流砂薫に対す鰹多捕捉係数が欝くて工であるとすれ

ば，毎年轍の程度‘甥／．砂　腿あ難ことになる。従擁の資

料によれば高瀬川の年閥排出土糞紅響○○，○曇躯がとして

いぞ）が，や瓦近似の纏1であ難．

㌫　糠瑚流域むの擁較綜欝い鷲

　槍ガ楡から南に梓川が流下もている乙嵐は．ヒ郷地があ

り，大正池があつて東墓電力疏発電麟の調整池とじ　）

役戯意たしてい難．こ旗では欝欝年‘鮮釦哩業火によ

つて梓州がせぎとめられ，その結果生じたのが大藤也で

あり，欝鰺年竣工の霞沢発電所（鍵，○○纏W）の調整池

として利用審れてい頓が，欝縫～欝磐年の問，毎年

驚○，○暮馳がの淡せつを実施L、てい為．欝醸年瓢は発電開

始当時の貯水燈窺憩，難○○畑の約熱駕の薫鵜瞭）エがに減

少した，，しかし薦によ㌶土砂蝉出部捻飽和｝1幾態に選．U，

扇状地を形成した部7パみ嚇られ》に至り，約欝，繍｝

罫がの土砂が藏内に流入しているといオ敷てい’

　冬てごの梓灘流域の侵食係数を測驚してみ《〉と，慧L

騒km驚の強積で○．○鍛弧継隊m院．羅してい導．その地

質をみ翻二霞生暦の秩父宵嫉．無中盤代およびそれ以後

の花髄岩・粉岩・石英類岩・安纏．懸熱石英駈ソゾ論花闘

岩等が分布しており，そのためか藤瀬鳩方騒と比較して

鐙食係数が低いのであ箸）　し癬も蕎瀬／ilは花髄羅が構

成地質の主体であ誉）か昌，梓州と¢）ヌt較を定量帥紅取！）

扱えば，岩贋種．よる麟有の鰻食係数が求凌媛

であも．梓川の左岸側は寅生／な　　　　／てい恐　）

で，輩薯雑欄を主体とレ畷塚種紅よ類喰係数を求めて

鴛…（羅π）
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地驚調査欝惣報　（霧ぎ欝巻　嬉馨葺）

かし1花縄暑がO．鱒暮の摘1を源すの韓，趨瀬川の翻1、ヒ比較

L　脅理的’　㌧、深成審である花岡岩は蹴の中央蕩麹

（購享所で，ま大体似た佃1を紫補すものである、中麟地方の花

欄隔1となると（｝．（）藷～（1．（嬢のイ叛い繊1ゆ酒受樽艸、、　こ薄しは1起イ犬

や気褻（樋1．、違続、、二都ものであ’）う．きて有効流砂量公式

紅よつて求めてみ誉）と，5轍董，馨鑓m》茎監灘》y靴撫・とな望

王、．画積では逢鑓，200凱葛の右効瀧砂量で～駐）る，、捕捉係数

を燕％とすると堆謬識ま銘，鍵獅がとな蕎ぴ高瀬川の場

合1、よ侵食孫数が○．o邸で書＝s，373鶴3／k雌島／y贈鍵，梓

川の1菱癬は梓用では縫食係数今．縣響嚢となつて，ぎ鷲

蓋夢3鐙r倉ソk櫛》yε獄とな難。、これだけの相遵が漆量猛接し

た爾地域で判然，とあ、螺／　隙いる。しかもその流砂還や

ま控砂灘斐とし　一摂彗定さ濠Lた膿llも方盗な！飢奮蔓懸勺の、紅うであ

讃、

　き嚇池手取／購／　）際鑑用いた毒O　l鍛締鱗暴ニダム堆

砂量，との閥係ノ＞ら多ふた殿ブ耀爵瑠ぎ推鱗：Lてみる、，第

ε図に，柔ぜ　　猟蒙蕪することにナぞ

　零・ご叡）1三導、，1望齢鴛爲窺篶の灘麹途ゴ諾みると，葎葺漣糞月購簿イ寸，1猛σ）

灘水記録から摘記塘蓄iンと，昭和鈴年から詑年までの平

均では蕊iヨ流量と豊1水瀦蒙　郷算定す蕎と，叢3．蓋鷺撃ソ

醗cノ鱒Ok資〕慧藝過去貯年間の単均で誌よ鷲．3撒》糠c／欝む

聖縫ぬ急て譲∫）髪）ぐ，

　嵩灘1想の新峯、十藤麹、域欝○績バについてか菰，ざ㌧：3ラ毒○○

酬k蛭／y幡，し爲め徐、餅賛1慧38，㈱バが年闘

婿冠沙二1：とンよ導，，

　／準葺1について1．よ慧蓋k黛ずの量窺／戚と1ノて「

　　　　書猛．懸蟹－鱒症世80暮ご”ソ蓑難砺燈獄，

　　　　　　　　　濤

全．彌積ではS§，4鍛○灘ジとなる　（窃Ol三1洪水比流量は茎4．諺

題1ソ蹴翻矯墨螢路うた繋し留年闘の膚鷹均），、

叢．総　　総

　轟灘i川一1ら竃範i新しく鷲．著簾1淵発謝・1懸が実施さ謬むる蔦乙に

なり，不轟漱／・／近、、、塊搬8伽のアーチ式ダムが構築さ

　　　　　”　こ、場舎ダム、、1轡以輿）“馳から，こ

の新貯水池へ向力・評　陣集積される土灘量がどの／慶のも

のであるカ・を鱗：定してみる・爆・一要1がある。特に鐙（）奪玄堆．砂

二鑛二σ）算定が1親定されいぐいメのて聾ぜひともこのフ7懸の調

査が感饗群あ芽。そ治、で大井川調査瑠、来実施L、てきた方

法を絹いk調査を実施した、，比流量と慢食係数との間に

かなり開瞭な相関が認められ，特鵜北部と購部α）事轍地匡

乾分／ンて欝兇明した導犠がi勤毒繋的びあ鴬）たゆ爾北拠1韓かう芝麺

流乾♂）いては禽風濾：後の土；蕎流状況を図版に示しながら

解説した．こ鼠でも有効流砂量公式5灘履．鶯嚢三堪＋

％○を矯いて流砂量および堆砂量を推定した、この購　）

梓揖に捻，大正濾調整池があン，実際に堆砂量が計測し

てあるのC，まずぞの侵食係数を灘定して○．脇9襲茎蝋芝ソ

km琶を得た、，この地域は粛生麟・花1齢岩・石英斑岩魯紛

岩・火暮．1岩、墾の数種“）岩石｝yら構成されているので，岩

石種瓢、試る固有慢食係数を求めた。その結果，花嶺岩

尋．絡§，石英斑岩○．02鮪，紛岩○．03憾，古生層○．鱒欝，

火μ．麟○．OO嚢を得た．高瀬川の侵食係数（）．○驚が大部分

花嶽岩からなるび）で，、1貿）価は全く合理約と考えられ

る、、これかll三）逆に欝謹蓑損靴お1ナる麿効溝鎌沙1墨1およむぐ璽砂

、籔についてー）ず瀬）イ需牽灘変に肇薯・与博『ることンウ＆できたむさら

に手取川調査の際案患した砂防ダム蝶砂量と惑研ヨ蔦水

比流量と）関係図表から堆砂量を求めてみると

　　蕎瀬／！噺貯水池嚢鱈沙量　3錨，㈱糞瑠y灘・

　　梓州・大正調整池堆砂、量　　89，嚇（）mミソ繋鍵

を得た．これは有効流砂量公式から求めた流砂量擦捕捉

係数を考慮に入れて求めたものと大した相違がなく，合

灘柏勺なものであ護）と、轡、う、，

　　　　　　　　　　　　　　　（昭灘達34盆群i《）月調違匹）
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